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１
．
当
面
の
目
標
と
現
状
認
識

　
（「
デ
フ
レ
脱
却
」
が
当
面
の
目
標
）

　

昨
年
来
、
日
本
経
済
は
デ
フ
レ
が
続

き
、
元
気
な
日
本
の
復
活
を
阻
害
す
る

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
年
６
月
に
策
定
し
た
「
新
成
長
戦

略
」
に
お
い
て
は
、
経
済
財
政
運
営
の

基
本
方
針
と
し
て
、
２
０
２
０
年
度
ま

で
の
11
年
間
を
デ
フ
レ
終
結
の
前
後
で

「
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
」
と
「
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
」
の

２
つ
に
分
け
、「
デ
フ
レ
清
算
期
間
」
と

し
た
「
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
」
で
は
、需
要
面
を

中
心
と
す
る
政
策
に
よ
り
、
日
本
経
済

を
本
格
的
な
回
復
軌
道
に
乗
せ
、
で
き

る
だ
け
早
期
に
デ
フ
レ
を
終
結
さ
せ
る

こ
と
と
し
た
。具
体
的
に
は
、２
０
１
１

年
度
中
に
は
消
費
者
物
価
上
昇
率
を
プ

ラ
ス
に
し
、
速
や
か
に
安
定
的
な
物
価

上
昇
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
「
デ
フ
レ
脱
却
」
が
、
政
府
に
お
け
る

当
面
の
経
済
財
政
運
営
の
重
要
な
目
標

で
あ
る
。

　
（
円
高
や
海
外
経
済
の
減
速
等
に
よ

る
景
気
の
下
振
れ
リ
ス
ク
）

　

我
が
国
経
済
は
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と

新
成
長
戦
略
実
現
に
向
け
た

３
段
構
え
の
経
済
対
策

～
円
高
、
デ
フ
レ
へ
の
緊
急
対
応
～

Ⅰ
．
基
本
的
な
考
え
方

し
た
外
需
や
「
明
日
の
安
心
と
成
長
の

た
め
の
緊
急
経
済
対
策
」（
平
成
21
年

12
月
８
日
閣
議
決
定
）
を
は
じ
め
と
す

る
政
策
の
下
支
え
効
果
等
に
よ
り
、
持

ち
直
し
て
き
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
特
に
、
新
卒
者
・

若
年
者
の
雇
用
状
況
は
厳
し
く
、
ま
た
、

多
く
の
地
域
で
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続

く
な
ど
、
デ
フ
レ
終
結
に
向
け
た
経
済

の
基
盤
は
未
だ
脆
弱
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
内
外
金
利
差
の
縮
小

等
か
ら
、
円
ド
ル
・
レ
ー
ト
が
８
月
に

は
１
９
９
５
年
４
月
以
来
15
年
振
り
の

水
準
を
記
録
す
る
な
ど
急
速
な
円
高
が

進
行
し
て
い
る
。
円
高
に
は
、
輸
入
価

格
の
低
下
に
よ
る
企
業
収
益
の
増
加
要

因
と
な
る
ほ
か
、
国
内
投
資
家
・
消
費

者
の
購
買
力
の
増
加
に
つ
な
が
る
等
の

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
一
方
で
、
円
高
の
進

行
・
長
期
化
は
、
外
需
の
減
少
、
設
備

投
資
や
雇
用
の
停
滞
、
さ
ら
に
は
企
業

の
海
外
移
転
等
を
通
じ
て
、
経
済
成
長

の
下
押
し
要
因
と
な
る
。
ま
た
、
海
外

経
済
は
、
減
速
懸
念
が
強
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
円
高
や
海
外
経
済
の
減
速

懸
念
等
が
我
が
国
景
気
の
大
き
な
下
振

れ
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
。

２
．
経
済
対
策
の
基
本
的
視
点

　

上
記
の
基
本
認
識
を
踏
ま
え
、
今
回

の
経
済
対
策
は
、
以
下
の
３
つ
の
基
本

的
視
点
に
立
脚
し
て
い
る
。

（
第
１
）「
時
間
軸
」
を
考
慮
し
た
、「
３

段
構
え
」
の
対
応
（
＊
）

　

経
済
が
自
律
的
回
復
に
は
至
っ
て
い

な
い
中
で
円
高
等
に
よ
る
景
気
下
振
れ

リ
ス
ク
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
は
、
ま
ず
は
ス
ピ
ー
ド
を
重
視
し
て

緊
急
的
に
対
応
し
、
そ
の
影
響
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
緊
急
的
な
対
応
（
ス
テ
ッ

プ
１
）
に
続
き
、
今
後
の
景
気
・
雇
用

の
動
向
を
踏
ま
え
た
機
動
的
対
応
（
ス

テ
ッ
プ
２
）、
平
成
23
年
度
に
お
け
る
新

成
長
戦
略
の
本
格
実
施
（
ス
テ
ッ
プ
３
）

に
よ
り
、
時
間
軸
を
考
慮
し
た
「
３
段

構
え
」
の
政
策
展
開
を
行
い
、
デ
フ
レ

脱
却
と
、
景
気
の
自
律
的
回
復
に
向
け

た
道
筋
を
確
か
な
も
の
と
し
て
い
く
。

（
第
２
）「
雇
用
」
を
機
軸
と
し
た
、
経

済
成
長
の
実
現 

　
「
雇
用
」
を
機
軸
と
し
た
経
済
成
長

を
目
指
す
。
雇
用
が
広
が
れ
ば
、
所
得

が
増
え
、
消
費
を
刺
激
し
、
経
済
が
活

性
化
す
る
。
こ
う
し
た
「
好
循
環
」
を

実
現
す
る
た
め
、
予
算
・
税
制
・
企
業

社
会
シ
ス
テ
ム
全
般
に
わ
た
っ
て
、「
雇

用
」
の
基
盤
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
経
済
を
成
長
さ
せ

て
「
雇
用
を
創
る
」。
例
え
ば
、
介
護
・

医
療
・
保
育
、
環
境
、
観
光
な
ど
潜
在

的
な
需
要
が
大
き
い
分
野
に
お
い
て
、

雇
用
創
出
を
推
進
す
る
。
②
円
高
等
に

よ
る
国
内
雇
用
の
空
洞
化
を
防
ぎ
、「
雇

用
を
守
る
」。
③
求
人
ニ
ー
ズ
の
高
い
中

小
企
業
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
強
化
し
、

「
雇
用
を
つ
な
ぐ
」。
こ
れ
ら
の
取
組
に

よ
り
、
国
民
全
て
が
意
欲
と
能
力
に
応

じ
て
働
け
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

（
第
３
）「
財
政
」
と
「
規
制・制
度
改
革
」

の
両
面
の
取
組 

　

経
済
対
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、経

済
成
長
の
障
害
を
除
去
す
る
た
め
に
、

予
算
や
税
制
と
い
っ
た
財
政
措
置
だ
け

で
な
く
、
財
源
を
使
わ
な
い
規
制
・
制

度
改
革
と
の
両
輪
に
よ
り
取
り
組
む
。

　

こ
の
た
め
、
ま
ず
は
、「
日
本
を
元
気

に
す
る
規
制
改
革
１
０
０
」
と
し
て
、

既
定
の
改
革
の
前
倒
し
を
含
め
都
市
再

生
・
住
宅
投
資
の
加
速
化
、
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
投
資
・
利
用
促
進
、

医
療
・
介
護
分
野
で
の
需
要・雇
用
創
出
、

観
光
振
興
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
活
性

化
、
及
び
国
を
開
く
経
済
戦
略
の
５
分

野
を
中
心
に
、
需
要
・
雇
用
創
出
効
果

の
高
い
規
制
・
制
度
改
革
を
強
力
に
推

進
す
る
。
さ
ら
に
、
平
成
23
年
度
に
お

い
て
は
、
新
成
長
戦
略
に
関
わ
る
規
制
・

制
度
を
中
心
に
、
潜
在
的
な
需
要
を
抑

え
て
い
る
ル
ー
ル
を
変
更
す
る
こ
と
を

含
め
、
さ
ら
な
る
課
題
に
取
り
組
む
。
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